
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行   事   等 日 曜 行   事   等 

１ 火 全校朝会 17 木 特別日課３時間  

２ 水 委員会活動（1学期最終） 18 金 
特別日課３時間  
第１学期終業式 

３ 木 芸術鑑賞会 19 土 夏季休業日（～8月25日） 

４ 金 わくわくタイム（ロング昼休み） 20 日  

５ 土  21 月 ６年 林間修学旅行1日目 

６ 日  22 火 ６年 林間修学旅行2日目 

７ 月 特別日課５時間 23 水 ６年 林間修学旅行3日目 

８ 火 特別日課５時間 24 木 図書館開館日 

９ 水 特別日課５時間 25 金   

10 木 特別日課５時間 26 土  

11 金 
特別日課５時間 
スクールカウンセラー来校日  
親子「調べる学習」教室 15：00 体育館 

27 日  

12 土  28 月 口座振替日 

13 日  29 火  

14 月 特別日課５時間 30 水 図書館開館日 

15 火 
特別日課５時間 
給食最終日 

31 木  

16 水 特別日課３時間     ２学期の始業式は８月２６日です。 

「優しさと夢を育む新和小 ～心をつなぎ、学びをつなぎ、地域とつながる学校～」 

学校教育目標 
新しい考えいっぱいの子 

和やかな心いっぱいの子 

小さな汗をいっぱいかく子 

 

 

令和７年７月１日  ＮＯ．４  ７月号 

児童数１，３０４名（６月２８日現在） 

１年生２０９名  ２年生２０４名 

３年生２１１名  ４年生２１６名 

５年生２１３名   ６年生２２２名 

たんぽぽ・ひまわり ２９名 

音楽朝会 ～幸せな気持ちと感動につつまれた６年生の合唱～ 
 
６月２０日（金）に音楽朝会を開き６年生が「地球聖歌 ～笑顔のために～」「PRIDE」の合唱を披

露しました。６年生の保護者の皆様に公開し、多くの参観をいただきました。ありがとうございまし
た。いくつか感想を紹介させていただきます。 
♪

 

夏季休業日と学校閉庁日について 
夏季休業日                   学校閉庁日（学校に電話がつながりません） 

７月１９日（土）から８月２５日（月）３８日間  ８月１１日（月）から８月１６日（土）６日間 

 
『自分から』を大切に、心をつなぎ、力を伸ばす！ 

校長 大河原 正行  

  

保護者の皆様、地域の皆様には、毎日ご支援いただきありがとうございます。7 月に入ると、さらに暑

さが厳しくなりますが、学校は、家庭・地域の皆さんのご協力をいただき、水泳学習や授業参観など、活

気ある教育活動を引き続き行っているところです。７月は、１学期の締めくくりの月となるよう職員一

同努めて参りますので、引き続き、よろしくお願いいたします。 

６月２０日(金)には「音楽朝会の６年生発表」が行われました。「さすが、新和小をリードする６年生！」

という素晴らしい姿を披露してくれました。素敵な歌声を体育館いっぱいに響かせ、新和小学校の児童・

先生だけでなく、保護者、地域の方々を感動させてくれました。参観の保護者の方々からの温かい激励の

お言葉もありがとうございました。今後も各学年の発表を計画していきますので、お楽しみにしていた

だければと思います。 

さて、先日行われた３年生のリコーダー講習会での話です。３年生から音楽の学習でリコーダー（縦

笛）の演奏が始まるため、専門の先生に使い方や吹き方などの講習を受ける学習を行っています。３年生

全員が体育館に集まり、講師の先生から指導を受けたのですが、先生から、「こんなに大勢の児童が集ま

っているのに、勝手な行動をすることなく、落ち着いて話を聴き、自分から学習に取り組み、学ぼうとし

ている姿に感激した。こんな立派な様子は、これまでに見たことがない。」と、お褒めの言葉をいただき

ました。子供たちに、【自ら知ろう！】【自ら上達しよう！】とする、主体的に学ぶ姿勢が身についてきて

いることを大変うれしく思いました。  

学びにおいて「自分から」の姿勢は大切のようです。私が以前読んだ本「読む力と地頭力がいっきに身

につく東大読書」（西岡壱誠 著）では、「頭の良さは、知識の量が大切なのではなく、知識の運用能力、

つまり自分で考える力が重要である。読む力を伸ばすには、受動的に本を読むのではなく、本と対話・議

論しながら、能動的に本を読むことが知識を自分のものにしていくことにつながる。」と述べています。

学習でも「これはどうだろう？」などと疑問や課題を持ち、「自分から学ぶ・考える姿勢」により、確か

な知識となり、力が伸びていくのだと思います。 

また、「自分から」の行動は、保護者・地域の皆さんの取組にも感じることができます。毎日の登下校

を見守ってくださる皆さん。厳しい暑さの中や大雨の中でも、子供たちのために、見守り活動をしてくだ

さる姿は、まさに「自分からの行動」そのものです。さらに、読書活動についても、おひさまの読み聞か

せ・お話会、あおぞらの図書館整備、PTA活動、おやじの会の学校環境整備ボランティア、多くの方の「自

分からの行動」が学校を支えてくださっています。改めて、感謝申し上げます。「自分から」の心と行動

で学校と子供たちを支えてくださる方々に、子ども達、教職員が感謝の心をもって「自分から」の心のこ

もったあいさつで、気持ちを伝えていけるようにしていきたいと思います。 

このように、新和小学校に「自分から」の心と行動が広がり、みんなの心がつながり、力を伸ばし合う

学校にしてまいります。ご家庭でも「自分からの心」を見つけて褒め、「自分からの行動」を増やしてい

ただければ幸いです。 

 


